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◆ 研究概要 
1) 日本糖尿病学会主導の糖尿病診療ガイドライン策定． 
2) パーキンソン病に対する Donepedil のランダム化比較試験（DASH-PD）． 
3) 慢性心不全に対する高尿酸血症薬のランダム化比較試験（LEAF-CHF）． 
4) 心房細動のコホート研究データの分析（J-RHYTHM）． 
5) 末梢動脈疾患レジストリーデータの分析（SEASON）． 
6) 糖尿病大規模コホート研究データの分析（JDCP）． 
7) 脳梗塞の再発予防に対する Pravastatin のランダム化比較試験（J-STARS）． 
8) 虚血性脳卒中の再発予防に対する Cilostazole のランダム化比較試験（CSPS）． 
9) 難治性眼疾患に対するヒト乾燥羊膜の臨床試験． 
10) 血管再生を目指した新規低周波超音波治療器の臨床試験． 

 

◆ 著 書 
1)  折笠秀樹．脳・心・腎血管疾患クリニカル・トライアル Annual Overview 2014．臨床研究適正評価教育機構編．東京：

臨床研究適正評価教育機構；2014．論文として出版されない大規模臨床試験が 3 割もある；p.87． 
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